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【医療福祉・在宅看取りの地域創造会議】 

 「滋賀の医療福祉を守り育てる」県民フォーラム 開催のお知らせ 

 

11 月 12 日(日)、医療福祉・在宅看取りの地域創造会議主催により、「滋賀の医療福祉

を守り育てる」県民フォーラムを開催しますのでお知らせします。 

      記 

 (1)日時    平成29年(2017年)11月12日(日) 13：00～16：30 

 (2)場所    G-NET しが＜滋賀県立男女共同参画センター＞（近江八幡市鷹飼町 80-4） 

(3)入場料   無料 

(4)プログラム  ・オープニング 近江兄弟社高等学校吹奏楽部演奏 

        ・食にまつわる介護・看取り川柳コンテスト 入賞者発表 

・講演「死ぬことと、生きることは同じ 

～夫・金子哲雄の闘病と死に併走して～」 

       金子稚子
わ か こ

さん（終活ジャーナリスト） 

・啓発劇 「ダブルケア（子育てと介護の同時進行） 

～子育てと親の介護のケアの両方に直面した時あなたはどうしますか？～」 

 ○会員有志出演の啓発劇を行います。脚本は学生サークルで 

「滋賀医科大学国際保健・地域医療研究会 TukTuk」が担当し 

ました。 

 

 

 

※詳細は、添付のリーフレットをご覧ください。 

 

記者発表資料 

※ 医療福祉・在宅看取りの地域創造会議とは 

 団塊の世代が 75 歳以上の高齢者となる 2025 年を見据え、誰もが地域で自分らしく暮らし

続け、老いを迎え、平穏に死を迎えられるよう、日常生活圏域における地域包括ケアの構築

を目指して、活動しています。 

医療福祉サービスの関係者や住民、市町・県の行政関係者が参画し、お互いに顔の見える

関係をつくりながら、地域の支え合いの中で、社会的に支援を必要とする人たちを包み込む

滋賀モデルを推進することを目的として、平成 23 年８月から活動しています。 

会 員 数  個人会員 321 名、賛助団体 88 団体（H29.3.31 現在） 

主な活動  ・定例ワーキンググループ会議の開催（毎月） 

・総会・研修会の開催（８月）  ・県民フォーラムの開催（11 月） 

みとりちゃん  
HIROMI・W 

医療福祉・在宅看取り啓発キャラクター 



詳しい応募方法は

または下記QRからみとり 川柳

　食にまつわる介護・看取りの物語や想いを五・七・五に！！　食にまつわる介護・看取りの物語や想いを五・七・五に！！
優秀作品には素敵なプレゼントが！!
最優秀賞 1名様 10,000円相当グルメカタログ
優秀賞 2名様 　  5,000円相当グルメカタログ
みとりちゃん賞 10名様  1,000円分ギフト券
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参加申込
お問い合わせ

　　info@chiikisouzoukaigi-shiga.jp　〒520-8577 滋賀県大津市京町4-1-1 滋賀県健康医療福祉部医療福祉推進課内　FAX：077-528-4851

医療福祉を守り育てる医療福祉を守り育てる
平成29年

11月12日(日)
13:00－16:30

（12：30より受付）

参加無料400名

フォーラム参加者に
滋賀県産米「みずかがみ」
（ＪＡ滋賀中央会、株式会社パールライス滋賀提供）
オリジナル川柳カルタをプレゼント！
※数に限りがございますので、お早目にご来場ください

・・・プログラム・・・

オープニング
 　 学校法人ヴォーリズ学園
 　 近江兄弟社高等学校吹奏楽部演奏

記念講演

　『 死ぬことと、生きることは同じ 』
　　　　　～夫・金子哲雄の闘病と死に併走して～

啓発劇　　「ダブルケア（子育てと介護の同時進行）」
　　　　　　～子育てと親の介護のケアの
　　　　　　　　両方に直面した時あなたはどうしますか？～

川柳コンテスト　 入賞者発表

滋賀の

主催：医療福祉・在宅看取りの地域創造会議　後援：滋賀県、一般社団法人滋賀県医師会　協賛：滋賀県農業協同組合中央会、株式会社パールライス滋賀

県民フォーラム県民フォーラム

ところ

みとりちゃん
HIROMI.W

11月8日
（水）締切
11月8日
（水）締切

10月27日
（金）応募締切
10月27日
（金）応募締切

077-528-3529
医療福祉・在宅看取りの地域創造会議事務局

2012年10月に他界した流通ジャーナリストの
金子哲雄。夫の闘病とその死に寄り添った経験、
加えて多くの死別経験者への取材から見えてきた
ことをお話します。
誰もが｢死｣は怖いと感じます。それはなぜなので
しょうか。それは｢死｣がわからないからです。正
解も、答えすらありません。死にゆく人がどのよ
うに変わっていったのか、周囲はどのように支え
ていたのか。多くの人が亡くなっていく多死社会
を前に、｢死ぬこと｣について、正面から考えます。 

TEL

G-NETしが
滋賀県立男女共同参画センター

（近江八幡市鷹飼町80-4）

とき

・ パネル展示　　・ 募集川柳展示
・ 動画コンテンツ
  「みとりちゃんＴＶ」放映

講師　金子 稚子 さん（終活ジャーナリスト）
わか こ

電話・メールまたは裏面ＦＡＸにて
事前に参加申込をお願いします。

脚本：滋賀医科大学
　　  国際保健・地域医療研究会TukTuk

定員

応募者全員に
参加賞もあるよ！

皆さんは人生の最期にどこでどんなものを食べたいですか？
または、どんなものをどんなふうに食べさせてあげたいと思いますか？

第2回
募集



滋賀の医療福祉を守り育てる県民フォーラム
参加申込書

医療福祉・在宅看取りの地域創造会議事務局

FAX 077-528-4851

超高齢化社会を迎え、
医療や介護を受けながら人生の最終段階を
どのように迎えるかについて考える
県民フォーラムを開催します

所属または
お住まいの市町

代表の方の
連絡先・ＦＡＸ番号

電話 FAX

ふりがな

ふりがな

ふりがな

（記載いただいた個人情報は、本フォーラムの運営のみに利用します）

氏　名

その他、配慮すべき事項等
ありましたら、ご記入下さい

開催趣旨

ＪＲ琵琶湖線近江八幡駅下車南口より 徒歩約10分
または
近江八幡駅南口から近江バス・コミュニティーバス 約１分 
「男女共同参画センター前」下車

アクセス

電車でお越しの方

※駐車台数に限りがありますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。

会場案内図
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